
算数・数学研究部会研究報告 

   テーマ 障害の程度が比較的重度の児童生徒における 

       教科別の指導「算数科・数学科」 

 

１ はじめに 

 本研究では、平成２９年４月の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の公示を受

け、その主旨を踏まえた教科別の指導「算数科・数学科」の在り方について研究を深め

てきた。平成３０年度には国立特別支援教育総合研究所の統括研究員である吉川知夫氏

を、令和元年には埼玉大学教育学部附属教育実践総合センターの教授である長江清和氏

を招き、学習指導要領の主旨と実生活との結び付きを踏まえた指導のあり方について学

ぶことができた。 

 令和２年度からは、部員からの障害の程度が比較的重度の児童生徒において、どのよ

うな学習目標を設定し、具体的な指導をつなげていくかに苦慮していると意見が挙が

り、テーマを【障害の程度が比較的重度の児童生徒における教科別の指導「算数科・数

学科」】として研究を進めている。 

２ 研究報告 

（１）第２回（オンライン開催：参加２１名） 

 ・令和４年８月２４日（水）９：３０～１１：３０  

 ・講義内容等「障害の程度が重い児童生徒における学習指導要領「算数・数学」の取扱 

  いについて」 埼玉大学教育学部附属教育実践総合センター教授 長江 清和 氏 

   教科別の指導「算数科・数学科」の見方・考え方など、基本的な考え方や、実生活と 

  いかに結びつけていくかの実践例、知的障害と自閉症圏の生徒の特性を踏まえた授業 

  作りの基本、題材設定や展開など、実際に授業実践していく上での基本について学ぶ。    

  ※下記資料は一部抜粋 

 

 



 

 

 

 

・参加者の感想（一部） 

 今回リモートという形式になり、少し残念ではありました。リモートであったため、かえ

ってチャットを使って、積極的に意見を述べることができたという印象です。知的障害のあ

る児童生徒には、体験的な学習を設定し、生活体験を通じて課題を明確にすることや、終わ

りを明確にすることの大切さを改めて学びました。また、知的障害と自閉症圏との対比がと

ても分かりやすくて参考になりました。 

（２）第３回（オンライン開催：参加１７名） 

 ・令和４年１２月２６日（月）１３：３０～１５：３０  

 ・講義内容等「障害の程度が重い児童生徒における学習指導要領「算数・数学」の取扱い 

  について」  順天堂大学スポーツ健康科学部准教授 尾高 邦生 氏 

   学習指導要領改定の概要や学部ごとのそもそもの指導内容などの基本から題材設定、 

   内容の検討などの授業作り、実際の指導における留意点などの実践まで、授業実践に 

   おける一連の流れを改めて学ぶ。 

 ※下記資料は一部抜粋 



 
 

・参加者の感想の一部 

  今回の講義では、長さや重さ、時刻・時間や暦など、基礎から段階を経て学んでいくと 

 いう学びの流れを提示していただいたことが、とても参考になりました。また、児童生徒 

 の発達・認知についての把握や的確な目標設定をしながら、即した指導・数量経験など、 

 系統性と一貫性を踏まえた指導を念頭におき、高等部卒業までには社会に求められる力 

 を身に付けられるように支援していく必要があることを気づかされました。 

 


